
 

に申し上げませんけれども、ここはやっぱりこ

れからは私はちゃんと意を用いてもらいたいと

いうふうに思ってるんです。先頭で頑張るわけ

ですから、そういう誤解を受けたりすることな

いような対応をぜひお願いをしておきたいと思

います。 

＋

 教育長にお伺いしますけども、１年半かけて

例えば今の運営協議会や、あるいは館長や主事

というところと話をしてきた。私どもには、質

問でも申し上げましたけれども、３回にわたっ

て資料をもとに説明があった。だけど主事の皆

さん、全員ではありませんよ、おっしゃるには

「本当によし、これでやんべというふうになら

ない」と言うわけよ。何でなんですかね。理解

を得たと思っていると言われるけども、実際本

当にどうなんでしょうか。先ほど大道寺議員か

らもありましたし、私もそうですけども、３回

私ども説明受けました。だけども本当に何なん

だかというのがわからない。ここは経過の中で

いろいろしてござったのは私わかるけども、ま

だまだそういう意味では理解をすることや、あ

るいはこれでやろうというふうにはなっていな

いというふうにとらえていくのが私自然な姿だ

と思うんです。やる方、やりたい方は頑張って

頑張ってこうにしたんだということを強調され

るようですけども、受け取る側はそういう実態

なわけですから、そこに返って私は対応する必

要があるんだと思うんです。そこのところにつ

いてもう一回お伺いをして私の質問終わります。 

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 十分これからは注意して進めてまいります。

おわびいたします。 

○佐々木謙二議長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 今、髙橋議員からご指摘のと

おりだというふうに私も思います。受託する団

体の方がこれでやろうという意識の高まりがな

いと本当に大変だなというふうに思いますので、

私どもとしてはこれまで十分に説明をしてきた

つもりでおっても受け取る側がそういうふうな

状況だということを今お話お聞きしましたので、

これについて再度疑問点に説明をするという形

で主事の皆さん方にはもう一回話し合いを持ち

たいなというふうに思います。 
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○佐々木謙二議長 次に、順位９番、議席番号２

番、鈴木悟司議員。 

  （２番鈴木悟司議員登壇） 

○２番 鈴木悟司議員 ９月定例会の一般質問に

際して、私の通告している質問事項は２点であ

ります。市長以下当局の皆様におかれましては、

簡潔明瞭なご答弁をお願い申し上げております。 

 議員の皆様にも最後の質問でございますので、

よろしくお願いいたしたいと思います。 

 先に、長井市学校給食の米飯供給についてお

伺いいたします。 

 長井市においては、学校給食は学校給食法に

より学校給食が児童及び生徒の心身の健全な発

達に資し、かつ国民の食生活の改善に寄与する

ものであるとの意義が示されております。給食

の実施に際しては、１つ目に日常生活における

食事について正しい理解と望ましい習慣を養う

こと、２つ目に学校給食を豊かにし、明るい社

交性を養うこと、３つ目に食生活の合理化、栄

養の改善及び健康の推進を図ること、４つ目に

食糧の生産、配分及び消費について正しい理解

に導くこととあります。 

 また、教育活動の一環として特別活動の中に

位置づけられています。学習指導要綱では、心

身ともに健康で安全な生活態度の形成、学校給

食と望ましい食習慣の形成を行うと示されてい

ます。 
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 また、学校給食の充実の中では、学校給食は

児童生徒の心身の健全な発達を目指し、毎日の

食事を通じて健康な食生活習慣の形成を図るも

のであるから、その指導は健康教育の観点を踏

まえ栄養指導を中心として実践的、総合的な食

教育にふさわしい内容を持つものとして一層の

充実を図る必要が求められています。 

＋ ＋

 また、近年食の乱れとともに食育が叫ばれて

います。食事が単に望ましい食生活の知識を身

につけるだけでなく、食卓での一家団らんを通

じて思いやりの心、郷土の食文化の理解や食に

関する感謝の念をはぐくむことなど幅広い教育

として食育の充実・推進が必要であります。 

 特に米飯給食については、日本型食文化を推

進するとともに、地域の特産を知り、地元に愛

着を持つ子供の育成に努めるために長井産の特

選米であるレインボープラン認証米を使用して

おりますが、学校給食用米飯の供給については

山形県教育委員会が定める山形県米飯学校給食

における山形県産自主流通米供給実施要項に基

づき、財団法人であります山形県学校給食会が

地元産の良質な米穀を県内全域の米飯学校給食

に安定供給しております。委託炊飯については、

財団法人山形県給食会が指定した炊飯工場、県

内では21工場より学校給食実施校からの申し込

みにより米飯を供給されております。 

 長井市のように地元産米による供給方式をと

っているところには地元産米を産地市町村別に

明確に分別して学校や委託工場へ精米を供給す

る方式がとられ、炊飯工場も市町村別に炊飯し

て米飯を供給されておるようです。 

 山形県内において、この財団法人山形県学校

給食会の役割について教育長より簡潔にご説明

をお願い申し上げます。 

 さて、長井市の学校給食の委託炊飯は安城本

店さんと風林堂さんに長年にわたり業務委託さ

れてきたわけですが、安城本店さんが「来年の

３月末日で委託炊飯工場の指定を辞退したい」

との申し入れがあったとお聞きしました。風林

堂さんが安城本店さんの委託分を事業拡大して

今後ともできるのか、それともほかに業者を選

択しているのか、このことについて学校給食共

同調理場長にお伺いいたします。 

 そしてレインボープラン認証米の使用につい

てでございますが、平成20年度の状況について

と平成21年度の状況についても学校給食共同調

理場長にお伺いいたします。 

 内谷市長におかれましては、現在週３回の委

託炊飯に対するこれからの考え方と学校給食共

同調理場が昭和42年に竣工されて以来42年が経

過し、老巧化が激しく、耐震面でも不安がある

わけですが、新築計画はあるのか、ほかに案が

あるのか、お伺いいたします。 

 ２つ目ですが、水田防除の安全対策について

質問させていただきますが、先に平成20年産米

の作況の状況やカメムシの被害、いもち病など

の被害は出ていないのでしょうか。肥料や燃料

の高騰などもあり米価も上がるのではとの希望

的憶測があるようですが、情報があればお聞か

せください。米づくりをするために病害虫の防

除は欠かせない作業であります。農家の高齢化

や作業の効率化を考え、共同防除が各地域ごと

に進められてきました。昭和の時代は、非常に

重たいホースを100メートルも引っ張っており

ました。その後、有人ヘリコプター時代になり、

空から大量の農薬を散布しておりましたが、環

境問題や車や人にも散布してしまうという欠点

もありました。平成に入ってからは産業用無人

ヘリコプターの技術が確立され、農家の担い手

がオペレーターの資格を取って農薬散布をされ

ているようです。機体を近くで見てみますと思

った以上に大きく、２メートルぐらいはありま

す。プロペラが回れば危険を感じるのは私だけ

ではないと思います。 

 さて、先月の23日に庄内の三川町で農薬散布

中の産業用無人ヘリコプターが行方不明になっ
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 長井市としましては、保護者の意見や地産地

消の立場から米飯持参から委託炊飯への移行へ

のアンケートを今実施し、取りまとめをしてい

る段階でございます。今後、学校給食運営委員

会に委員の皆様のご意見を伺いながら総合的に

委託炊飯を拡大していくかどうかを判断しなけ

ればならないというふうに考えます。 

た問題ですが、事故当時強風もあり、ヘリコプ

ターが急上昇して制御不能になった可能性が高

いとのことでした。７月にも同町で操作ミスで

小学校のプールに墜落させてしまったとのこと

です。 

 長井市の農薬散布については、産業用無人ヘ

リコプターを使用している地区があると思いま

すが、ヘリコプターの台数とオペレーターの人

数などについてどのような体制で取り組んでお

られますか。それと無人ヘリコプターによる防

除面積はどのくらいあるのか、わかる範囲でお

答えください。特に安全対策や事故防止策につ

いて長井市では検討されておられるのか、農林

課長にお伺いいたします。 

 一方で、米の消費拡大の視点で見てみますと、

もう既に長井市は月１回を除いて先ほど申し上

げましたように米飯給食でございますので、こ

れを委託炊飯をふやすことが必ずしも消費拡大

になるというふうには私は考えておりませんの

で、先ほど申し上げましたように子供たちにと

ってどの方法が一番いいのか、保護者アンケー

ト、それから学校給食共同調理場運営委員会、

教育委員会の皆様の意見を総合的に判断して実

施については検討してまいりたいというふうに

思っております。 

 これからの防除技術については、農薬を減ら

す技術が求められているわけですが、長井市水

田農業推進協議会の会長でもあります内谷市長

には環境に優しい農業についてこれからどのよ

うに取り組むのか、お伺いいたします。  なお、学校給食共同調理場については、議員

ご指摘のとおり42年が経過しており、限界に近

いというふうに思っておりますし、中の備品類、

設備についても更新をしなければいけない時期

ですので、中期展望の中にただこれが組み入れ

られておりませんので、財政課長からも髙橋議

員からの質問でもありましたように中期展望に

繰り入れながらこれからの新築計画について、

改築でございますけども、検討してまいりたい

というふうに思っております。 

 以上２点についてご質問を申し上げて壇上か

らの質問を終わります。ご清聴ありがとうござ

いました。（拍手） 

＋

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木悟司議員のご質問にお答え

いたします。 

 ２点ほどご質問いただきました。大変ありが

とうございます。 

 私の方の答弁として、まず学校給食の米飯給

食について、現在週３回の委託炊飯に対するこ

れからの考え方と、それから学校給食共同調理

場の新築等の計画があるのかということでござ

いますが、現在長井市では、月１回だけパン食

を行っておりますけども、それ以外は既に米飯

給食を実施しております。県内で恐らく米飯給

食では一番進んでいる、一番実施している市だ

というふうに思っております。週５日の給食の

うち水、木、金が委託炊飯で、月、火について

は弁当持参ということになっております。 

 それから２点目でございますけども、環境に

優しい農業についてということでございます。 

 かつては無人ヘリの前には市全体で有人ヘリ

コプターによる空散の共同防除を行ったわけで

ございます。それが段階的とはいえ無人ヘリコ

プターの方に移行したということは、まずその

当時ではよかったかなというふうに思っており

ますが、現在の状況では、やはりいろいろ危険

性もございますし、また農薬をできる限り使わ

ない農業、安全・安心な農産物が求められると

―１０５― 



 

＋

いうことから、やっぱり低農薬の、そして有機

の農業のあり方も市といたしましても農家の皆

様の協力を得ながらなお一層進めていかなけれ

ばならないというふうに思っております。 

＋ ＋

 特に長井市の場合は、レインボープランのま

ちづくりの推進により他市町に先駆けまして減

農薬、減化学肥料による特別栽培の普及面積は

300ヘクタールということで、県内トップクラ

スでございました。しかし、ここ数年は伸び悩

み、現在のところ８位まで下がってきておりま

す。安全・安心で環境に優しい、人に優しい循

環のまちを象徴するレインボープランのまちの

農産物としてブランド化を図るため、ご承知の

とおり農産物等ブランド化戦略会議を立ち上げ

てまいりましたので、これらの生産拡大と販路

の拡大について今随時会議を開催いたしまして、

その普及活動を行ってるところでございますけ

ども、仙台市や首都圏における物産展を開催し、

私も先頭に立ちながら本市の安全・安心、レイ

ンボープランの農産物というものをＰＲしてま

いりたいというふうに思います。 

 そしてこういった継続的な取り組みによりブ

ランドとして確立化されていくことが環境に優

しい農業につながるものだろうというふうに思

いますし、現在担い手である農家自体が農業者

人口の減少と高齢化により共同防除もなかなか

ままならないというふうに伺っておりますので、

ぜひこのブランド化の推進を通してなお一層環

境に優しい本市の農業の推進を図ってまいりた

いというふうに思います。ぜひ今後ともよろし

くご指導いただきたいと思います。以上でござ

います。 

○佐々木謙二議長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 鈴木悟司議員のご質問にお答

えをします。 

 山形県学校給食会の役割とはということです

が、財団法人学校給食会というのは全国各都道

府県に設置されております。山形県学校給食会

におきましては、市町村のニーズを踏まえて公

益的かつ的確な事業を実施できる学校給食に関

する専門組織として学校給食法に基づき学校給

食の普及充実を図り、県内における学校給食用

物資を適正円滑に供給することが目的とされて

います。 

 この目的達成のために、１つは学校給食用物

資である基本物資と一般物資の安定供給。基本

物資というのは、主食関係物資です。一般物資

というのは、副材料のようなものです。２番目

は、学校給食用物資の食品検査並びに市町村、

学校からの依頼による検査の実施。３番目、学

校給食関係職員の資質向上を図るための研修会

の開催。４番目として、学校給食関係の情報収

集と情報提供等の事業の展開がなされています。

中でも学校給食用米穀、米飯については、県内

関係７機関、農林水産省東北農政局山形農政事

務所、山形県農林水産部、山形県教育委員会、

山形県農協中央会、全農山形、全農庄内、山形

県学校給食会の協議合意により、山形県教育委

員会が定めた実施要領に基づき一元供給体制と

全農との一括購入契約により、地元産の良質な

米穀を安全に安価で県内全域の米飯学校給食に

安定供給されています。 

 また、天候不順等の冷害や凶作による米不足、

価格の高騰に対して県内７機関との協力と価格

調整金積立金の活用により価格変動への対応と

安定供給を実施してきたことなどが山形県学校

給食会の重要な役割と理解をしているところで

す。以上です。 

○佐々木謙二議長 佐藤孝博学校給食共同調理場

長。 

○佐藤孝博学校給食共同調理場長 鈴木悟司議員

の質問にお答えをいたします。 

 委託炊飯の業務については、議員おっしゃい

ますように安城本店さんが今年度いっぱいで炊

飯委託指定工場から撤退することについて安城

社長さんが調理場においでになりまして、直接
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口頭でお聞きをいたしております。 

 また、その際に風林堂さんが安城本店さんの

受託分を引き受けるという事業拡張については

しないということもお聞きしたところでござい

ます。 

 平成21年度から安城本店にかわる新たな受託

業者につきましては県学校給食会が選定するこ

とになりますが、現在のところ選定等に関する

連絡は受けていないという状況であります。 

 続きまして、学校給食でのレインボープラン

認証米の使用につきましては、年間を通して供

給することを前提といたしておりますが、平成

19年11月から本年、20年10月末日までの使用の

レインボープラン認証米は、栽培農家の方４名

予定されておりましたけれども、お一人の方が

作付できなくなりまして、調理場が必要とする

需要量に対して収穫量に不足を生じました。そ

の結果、今年７月17日でレインボープラン米が

なくなりまして、７月18日から10月31日までは

はえぬき１等米を使用しているところでござい

ます。 
＋

 栽培農家が少ないという状況を受けまして、

今後のレインボープラン認証米の使用につきま

してレインボープラン推進協議会、ＪＡおきた

ま、市農林課と話し合いを持ちまして、栽培者

をふやし、調理場の需要に対応できる収穫量が

得られるよう確認をいたしたところでございま

す。平成20年度は８名の方が作付をしておりま

すので、平成20年11月から平成21年10月末日ま

でには年間を通したレインボープラン認証米の

使用ができるものと思っているところでござい

ます。以上でございます。 

○佐々木謙二議長 遠藤正明農林課長。 

○遠藤正明農林課長 私の方からは水田防除の安

全対策につきましてお答え申し上げたいと思い

ます。 

 １つ目が20年産米の状況、米価についてであ

りますが、最初に20年産米の状況につきまして

は、東北農政局山形農政事務所の８月15日現在

の作柄概況によりますと、置賜は「平年並み」

ということで、99から101というようなことで

あります。それから山形県につきましては、

「やや良」になっておりまして、102から105と

いうようなことになっております。これにつき

ましては５月、６月の低温の時期がありました

ものの出穂・開花期の気温が高く、日照時間も

多かったため平年並みまで回復してきてるとい

うふうな分析でございます。ただ、８月中下旬

におきまして一時低温になっておりますので、

登熟といいますか、実入りの方はややおくれる

というふうな可能性が出てきてるところであり

ます。本市の平均反収につきましては606キロ

グラムでございますので、10アール当たりであ

りますが、10俵ぐらいとれるというような見込

みになっているところであります。 

 次に、病害虫防除の状況でありますが、斑点

米の原因となるカメムシ及びいもち病対策を重

点に取り組んできております。特にことしはカ

メムシの発生率が過去最高水準というふうなこ

とになりまして、県の病害虫防除所から注意報

が発表されたため諸対策がとられてきてます。

その結果、現在ではかなり少なくなってきてる

というふうに確認されている状況であります。 

 具体的対策につきましては、「米づくりやま

がた日本一運動置賜推進部会」というのがあり

ますが、これは事務局が県の置賜総合支庁とい

うふうなことでありまして、産業経済部であり

ますけれども、あそこでの協議におきまして部

会及び農協、それから農業共済組合から注意喚

起のチラシ発行が行われております。そういう

ふうなチラシを受けまして草刈りの徹底あるい

は補完防除が実施をされてきてる。また、ＪＡ

からは農薬に対する助成も出てきてるというよ

うな状況であります。まだまだこれから台風シ

ーズン等がありますので、油断はできないわけ

でありますが、現在の状況については以上のと
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おりでございます。 

 それから20年産の米価についてでありますが、

本日の全農の会議で示されまして、それを受け

ましてＪＡ山形おきたまで来週決定をされると

いうふうなことをお聞きしております。さきに

新潟で決定をしておりますが、新潟につきまし

てはコシヒカリ60キロで１万4,000円。この価

格につましては、18年産よりは安いものの19年

産よりは高くなってるというようなところであ

ります。ちなみに山形の18年産のはえぬきにつ

きましては１万2,000円、それから19年産につ

きましては１万700円というふうになっている

ところであります。これは概算金というふうな

ところであります。 

＋ ＋

 続きまして、２点目の無人ヘリコプターの安

全対策についてでありますが、無人ヘリコプタ

ーの安全対策につきましては、農林水産省にお

きます無人ヘリコプター利用技術指針、それか

ら農林水産航空事業実施ガイドラインというの

がありますが、それに基づきまして対応してい

るところであります。 

 具体的には防除実施前に水稲防除に伴う安全

対策会議並びに長井市水稲防除協議会総会を開

催いたしまして、本年度防除実施計画を決定い

たしております。ちなみに20年度の実施計画で

ありますが、西根地区を除きます５地区で実施

をしております。無人ヘリの防除面積は、約

910ヘクタールというふうな面積になっており

ます。これは市内水稲面積の約５割を占めてお

りまして、防除回数につきましては２回から３

回、平野地区、これは中央地区も一緒にやって

おりますけれども、だけが３回実施をしてると

いうようなところであります。 

 無人ヘリの体制でありますが、まず最初に台

数につきましては稼働可能なヘリにつきまして

は３台市内にございます。 

 そのオペレーターに携わっておりますのがヘ

リワーク長井に所属しております８名、それか

らオペレーターの免許を有する方々につきまし

てはそのほか市内に数名おられるというような

状況です。 

 ただ、それでも不足するわけでありますので、

不足分につきましては東北スカイテックから６

台チャーターいたしまして、オペレーターつき

でチャーターをして対応してる状況であります。 

 なお、無人ヘリコプターの運行体制につきま

しては、ヘリ１台に４人の体制ということであ

りまして、オペレーター、ナビゲーター、そし

て作業員というようなことになっております。 

 ことし安全対策面で特に協議してきた点につ

きましては、東北電力の送電線対策、それから

市街地周辺対策というようなことであります。

市街地周辺対策につきましては、住宅隣接圃場

を除外いたしまして地上散布に切りかえたりを

してきております。また、各地区において説明

会を開催いたしまして、関係地区各戸にチラシ

で協力の呼びかけを行ってきてるというような

状況でございます。 

 さらに庄内・三川町で起きました無人ヘリの

学校プールへの墜落、また強風下での無人ヘリ

行方不明の問題に関しまして本市での事故の状

況でありますけれども、８月18日、機体が水田

に落下してというか、ゆっくり落ちまして、稲

が倒伏したというふうな状況がございます。一

部機体が損傷したというようなことを報告受け

ておりますが、場所はホームセンタージョイの

南の方であります。オイル、ガソリン等の流出

はありませんで、水稲被害もほとんどもなかっ

たというようなことを聞いております。機体に

つきましても部品の交換程度で、翌日から復帰

をしたというような状況であります。原因でご

ざいますが、電波障害によるものでないかとい

うふうな見方がございます。直ちにＪＡ本店よ

り県の安全対策協議会に報告がなされておりま

すけれども、この電波障害の問題につきまして

は飯豊町でも同様の事例が発生しておりまして、
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○２番 鈴木悟司議員 ありがとうございます。 航空機メーカーとその対策について検討する必

要があるというふうな考え方でいるところでご

ざいます。私の方から以上でございます。 

 恐らくそういう形で、本来であればほかに長

井市内の業者さんで私がしたいというような方

向で、あときちっと指定工場にも指定されるよ

うな施設であれば一番いいのかなと思いますけ

ども、あともう今９月ですので、半年しかない

わけですので、今からじゃあ工場をつくるかと

か、そういうのも非常に大変なことなんではな

いのかなというふうに私は思っております。非

常に急がなければならない部分かなというふう

には思いますし、あと話に聞きますとほかの町

にその仕事が行くのではないかという話も伺っ

ております。わざわざほかの町から炊飯したご

飯を持ってくるということは冷めてしまうとい

うのが当然のことなのかなと思っています。子

供たちが温かいご飯を食べられなくなるとか、

あとちょっと契約書なんかもいろいろ見せてい

ただいた部分があるんですけども、その中には

委託加工料という部分があって、それはあくま

でもお米を加工していただいた料金なんですけ

ども、そのほかに割り増し運搬費というのも項

目にはあるんですね。恐らく遠くから運べば割

り増し運賃がかかるんだろうというふうに思い

ます。そうなればあくまでもやっぱり給食費に

それが乗っかってくるのかなというふうにも思

いますので、ぜひ何とか自分のまちのことはや

っぱり自分のまちでできるような体制をとって

いただきたいなというふうに思います。 

○佐々木謙二議長 ２番、鈴木悟司議員。 

○２番 鈴木悟司議員 丁寧なご説明どうもあり

がとうございました。 

 私の方から再質問という形になりますけども、

委託炊飯を安城さんにお願いしてる部分が今年

度いっぱいということでご辞退したいという部

分が私の方にも聞こえてきたわけですけども、

その部分で県の給食会さんからまだ何も連絡が

ないという話でございます。実際委託炊飯の契

約の仕方があくまでも財団法人山形県学校給食

会さんとの契約であるようですので、ただそこ

が今度学校給食会さんが学校の指定ということ

で別に指定するということになっているみたい

なんですね。ただ、やっぱり長井の中で業者さ

んを推薦するなりお願いするという方向性では

できないものなのか、学校給食共同調理場長に

お伺いします。 ＋
○佐々木謙二議長 佐藤孝博学校給食共同調理場

長。 

○佐藤孝博学校給食共同調理場長 ただいまのご

質問にお答えをいたします。 

 長井市内で学校給食の委託炊飯に新たに取り

組みたいという団体もしくは業者がありました

場合は、県給食会の炊飯委託指定工場とまずな

っていただいて、長井の小中学生の子供たちに

安全で安心な米飯の供給をお願いしたいという

ふうに思いますが、この炊飯委託指定工場を受

けるには置賜教育事務所の推薦と炊飯委託実施

諸基準を満たすことが必要だというふうにお聞

きをしております。また、業者選定に関しまし

ては、市の要請があればそれも考慮に入れて県

学校給食会が総合的に判断し、選定するという

ことで給食会の方からは承っております。以上、

そのようなことでお聞きしております。 

 それとこの機会に業者がいなかったというふ

うなことが出た場合ですけども、自校炊飯とい

う方向性は出せないものなのか。できる学校、

施設整備は必要なのかもしれませんけども、自

校炊飯、どうしても温かいご飯を食べられるよ

うなというふうにはできないものなのかを場長

お願いいたします。 

○佐々木謙二議長 佐藤孝博学校給食共同調理場

長。 

○佐藤孝博学校給食共同調理場長 お答えいたし○佐々木謙二議長 ２番、鈴木悟司議員。 
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ます。 

 まず、当調理場に、当市に近い委託炊飯工場

につきましては、飯豊町にマルシチ米穀株式会

社、同じくフォレストいいで、あと川西町の丸

久製パン工場、あとは当市にパンを納品してい

る高畠町のたいようパンというところが当市に

は比較的近い委託炊飯場だろうというふうに思

います。 

＋ ＋

 できるだけ子供たちに温かいご飯を食べさせ

たいということで長井市の方が業を起こしてい

ただければこれにこしたことはないというふう

に思いますが、議員おっしゃられますようにこ

れから来年の４月までの期間内に設備投資の関

係でできるかどうかという問題もございますが、

炊飯のかまのみならずご飯を入れるバットの保

管、殺菌をする機械等も必要だというふうにお

聞きしております。また、温かいご飯を食べら

れるようにということで極力ご飯を入れる食缶

を包む発泡スチロール等も使っておりますので、

極端に冷めるということはございませんが、で

きれば近いところから運ばれればなお温かいご

飯が食べられるというふうに調理場としても認

識をいたしております。 

 また、業者がいなかった場合、自校炊飯をど

うかということにつきましては、これもまた調

理場内に、今、長井市は調理場方式やってます

ので、炊飯設備を設けるとすれば今の調理場に

なるかと思います。今の調理場では、炊飯設備

を設けることはまず到底不可能な状況でありま

す。先ほども調理場の新築というお話も出てお

りますけれども、そういった機会にまた再検討

をするということであれば可能かなというふう

に思います。以上でございます。 

○佐々木謙二議長 ２番、鈴木悟司議員。 

○２番 鈴木悟司議員 ありがとうございます。 

 そうですね。ぜひ新築の際には考えていただ

ければなと思います。 

 あとレインボープラン認証米を使うことは非

常にいいことだと思っておりますし、ただ今年

度はもう７月17日でなくなってしまったという

ことで、なかなか作付の方が広がっていないと

いうのがあったわけですけども、ことしは８名

が作付していて、十分11月以降は出てくるのか

なというふうに思っておりますけども、同じは

えぬきを使っているわけですけども、やっぱり

つくる土地、つくり方で食味という部分がかな

り違うと思います。食味を特に重視して米を選

んでほしいなというふうに思います。１等、２

等じゃなくて、やっぱり食味というのが非常に

米の場合、私はそこを感じるんですけども、同

じはえぬきでも食べておいしくないはえぬきは

ありますので、ぜひ食味検査とかそういう部分

をしていただいて選定できるようにしていただ

ければなと思います。 

 そのほかに県の学校給食会さんというのが、

まだ私も勉強不足なんですけども、県の教育長

さんが会長をやってられる、非常に財団法人と

してなかなか大した、事務員も10名も使ってお

られて大きなところであるわけですけども、物

品の納入に関して非常になかなか強過ぎるんで

はないのかなというふうにいろんな方から、業

者さんから言われております。青果物なり海産

物納入組合さんなども非常にだんだんと市内か

らの納入よりも学校給食会さんの方の納入の方

が多いんではないかという、多くなってきてる

んではないかという率直な悩みをお聞きするこ

とがございます。やはり循環のまちづくりとい

う意味でもぜひ長井の業者から入るような手だ

てをこれからもしていただけないのかなという

ふうに思っておりますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

 ２点目の無人ヘリコプターの件でございます

けども、私も農家でございますので、ああ、き

ょうもラジコンヘリコプターが飛んでるなとい

うふうに単純には思うんですけども、恐らく一

般の市民の方々、あと通学をしている子供たち
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などからすれば非常にやっぱり怖い機械だと思

っております。 

 あと風によっては農薬も飛散するという危険

性も非常にございますので、話を聞きますと、

今回の庄内の事故は非常にまだまだ技術も未熟

なオペレーターだったんではないかという話も

聞いております。長井のオペレーターは、かな

りベテランのオペレーターの方々がたくさんお

られまして、事故のないようにやっているとい

う話でございますけども、たまたま今回もちょ

っと電波障害で墜落したという話をお聞きしま

して今回この話題を取り上げさせていただきま

したけども、やはり電波障害があって３秒間完

全に操縦不能になったという話でございました。

それで機体が墜落したと。ということは完全に

操縦を失っての墜落でございますので、やはり

そこが場所によっては大変な事故になる可能性

もあったんではないかというふうには思います

ので、やはりしっかり、原因はわかっているみ

たいでございますので、ぜひその辺行政側とし

てもきちっと報告を受けて対応していただきた

いなというふうに思っております。 

＋

 以上で私からの質問を終わらせていただきま

す。ありがとうございました。 

○佐々木謙二議長 以上で一般質問は全部終了い

たしました。 

 

 

   散     会 

 

 

○佐々木謙二議長 本日は、これをもって散会い

たします。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ２時１７分 散会 
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